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在籍：１年生：７０名 ２年生：７５名 ３年生：８１名 計2２６名

６月１日（土）玉造中学校体育祭を実施しました。
「ＰＯＷＥＲ ＯＦ ＳＭＩＬＥ～勝利のその先へ～」のスローガンのも

と、体育祭を成功させようと精一杯努力する生徒たちの姿は感動的
でした。当日はもちろんですが、ここまで運営に力を注いだ実行委員、団員をまとめ上げた団役員、
当日は参加できなかった生徒も様々な場面で協力し、生徒全員で作り上げてきた体育祭。きっと、
心に残ったことでしょう。保護者の皆様には、５月の奉仕作業に始まり、当日のたくさんのご声援、
駐車場や写真撮影のＰＴＡボランティア、競技後のテントの後片付けなど、様々な場面でご協力い
ただきました。皆様に支えられて、体育祭が開催できたこと、重ねてお礼申し上げます。

左の写真は、ある日の昇降口のものです。くつ箱のくつの
かかとがきれいに揃っています。これを見て、ある詩を思い出
しました。次の詩は、長野県にある『円福寺』のご住職 藤本
幸邦さんが、生前に作られたものです。

生徒のみなさんの、このような行動の積み重ねが、だれもが心地よいと感じる学校づくりを支え
ています。

はきものがそろうと 心がそろう 心がそろうと はきものもそろう
ぬぐときに そろえておくと はくときに 心がみだれない

だれかが みだしておいたら
だまって そろえておいてあげよう
そうすれば きっと 世界中の人のこころも そろうでしょう

たくさんの保護者の皆様にご参加をいただき、ありがとうございました。フェンス近くは刈り払い機で、グラウ

ンドは鎌でと手分けして手際よく作業していただきました。お陰様できれいに整ったグラウンドで体育祭を実施す

体育祭のあと、それぞれの学級で、体育祭で何を学ん
だか、何が成長したかについて振り返りを行っています。
以下は生徒が書いたものです。生徒の成長の足跡を

共有していただければ幸いです。

中学校生活最後の体育祭で、私は多くのことを学ぶことができました。
１つ目は責任感です。団役員として睦団のみんなの意見を聞きながら応援の練習やみんなをま

とめることができました。最初は、自分の意見をうまく伝えることができず、とまどいましたが、話し
合いを重ねるたびに自分の意見を団のみんなに伝えることができました。
２つ目は感謝する気持ちです。体育祭当日まで準備や運営企画に携わってくれた先生方や、最

後まで一生懸命頑張った団のみんな、疲れて帰ってきたときに優しくしてくれた家族に感謝の気持
ちでいっぱいです。
３つ目は団結力です。睦団は優勝できなかったけど、どの団よりも団結力は強かったと思いま

す。団員一人一人が団のために行動に責任をもち、団員を思いやったり励ましたりすることができ
ました。競技中も団員の応援を一生懸命やったり、負けてしまった競技でも、勝った他の団に「おめ
でとう」と素直に言うことができました。その結果、スポーツマンシップ賞という立派な賞をいただく
ことができました。この賞は、睦団みんなで頑張った証の賞です。
中学校最後の体育祭、団のみんなと参加することができて良かったです。（３年 一柳 七那さん）

３年男子１００Ｍ走 ３位入賞 田山昊汰さん 共通女子 800M走 ６位入賞 宮崎妃奈さん

共通男子 800Ｍ走 ６位入賞 磯山聡汰さん 共通女子 1500M走 ４位入賞 舟串きよ美さん

共通男子３０００Ｍ走 ３位入賞 佐々木裕大さん 共通女子 100MH走 ７位入賞 飯島朱里さん

共通男子走高跳び ４位入賞 上山蒼生さん 共通女子走高跳び ７位入賞 中島希緒さん

共通男子砲丸投げ ４位入賞 村上煌輔さん 共通女子砲丸投げ ６位入賞 荒井那月さん

共通男子走幅跳び ７位入賞 小松﨑亮さん

共通男子４×１００ＭＲ ４位入賞 齋藤大智さん、坂本至護さん、塙琉希さん、田山昊汰さん

５月１５日（水）ケーズデンキスタジアム水戸で、県東地区中学校陸上競技大会が行われ、４９名
の生徒が参加しました。入賞者以外の生徒も含め、練習の成果を出し切ろうと、全力で参加する姿
が、とても輝いていました。


